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汎用タイプライタ端末装置
KeYboard Printer Terminals

汎用タイプライタ端末装置は,操作性,速度､騒満二など多くの問題を含みながら

も端末装置中最大のシェアを占めてきた｡ 一方､ディスプレイ端末の進歩は,これ

らタイプライタ端末の適用分野を2分しつつある｡

純機械技術の某怒に立つタイプライタに対して,サMポ制御,ノン インパクト仁｢J

乍,ドット マトリックス印字などの電子技術の導人は,汎川タイプライタ端末の問

題点の本質的解決の緒とな-ノ),更に,タイプライタ技術の多様化はアプリケMショ

ンとの適f汁トを増大させている｡

ディ スプレイ端末とともに,汎用端末の一一プ了を糾う汎用タイプライタ端末装置は

技術転換をはぼ終了し,実用化に向かって見向し,改良が行なわれている｡

n 緒 言

1世界穀初の′左十i汁符機"ENEAC'1♂〕人J【リノ装F琵として

タイプライタ装荷が仕われて以丸 タイプライタは`】‾E√一こ汁待

機の周辺端末装道として欠〈二とのできない中心的なイ､ンニiF,:を

伯ミちぎ続けてきた｡しか【ノ,タイプライタ装;E■三H体の技術〃J北

湧別ま,いわゆるテレタイプ,テレックスといったメlソセーーシ

仁ミ送†吼あるいは_丈i封‖の英文タイプライタなどに上るとこ

ろが大きく,ノiE十一汁待機のアプリケーショ ンを二占二トズ】した+湯の

中から′とまれffったタイプライタの撫出はi曳く､二こ数年】i妄j

のことといっても逆立言ではあるまい乙つ

このような技術的背穎をJ.ちに,二れまで他の分野の｢依り

もの+であったタイプライタ立言占;末装iF=二村する′.‾に‾J'･話十筒機ア

プリケーション サイドからのストレスは,｢エレクトロメカ

ニカル+な技術分野の発舵により,従米と乍く異なるタイプ

ライタ才㌫二人装;貰の出J丸を促している｡

他方,端末楽市全休からみるとき,ディ ス7むレイ端;末装iFこ

の進歩はタイプライタ端末装置の多くの分町に乍ユゴ重し,今後

のタイプライタ端末装F2与:のアプリケーション分野をかなり鮮

R月に方向づけていると言えようrJ

本稿は,⊥三として汎川のタイプライタ古～㌫末装道にタメミ山をあ

て,アプリケMション的側面とプリンタそのものを小心とL

た技術的側而のl巾サイドかご〕,そのカレl犬及び今後の土師ドりを槻

析rr小二述べる｡

囚 汎用タイプライタ端末の利用分野とニーズ

2.1 TSS用タイプライタ端末装置

この分野の端末は,`定子計算機と会i講,J芯答しながらflニリi

を進めてゆく とし､う作柄_卜､その主イ木はディ スプレイ端ネこに

順二欠棺/汀していく ものと見られている｡しかし,`i‾に十計算機

の克之も個人的な利用方法であるタイム シェアリング システ

ム(以下,TS Sと略す■)利用形態としては,

(1)コンパクトり守来はポーータブルが上体となろう)

(2)低価格

この二つの条件をi満足し,かつ結果を紙に残せる(ハード コ

ピ…1タイプライタ端末に対するニ【ズは根強く,感熱式,

放`■宅破壊式プリンタを【トL､に,し､わゆる｢ノン インパクト+

プリンタの中心的利用形態として発展するところとなろう｡

横山建夫* %丘0〟αm m紬0

2.2 問合せ用タイプライタ端末

1)了†述のTS S端末と比較的似た処f【帥き態を持つが,タイフ､

ライタ端末を利川Lて,上=川与にファイル内谷の照会,妃新な

どを行ない,その結氷をタイプライタから直接ハート コピー

の形で,場でナによっては仁ぺ票の形で印刷王物とLてノ受け叶止るた

めの端末装苗である｡.二の純のタイプライタ端末づ泣声‡は,`一に

J′一上汁符機ノ女び過イL川亘l線の利札ヰくの机下を来L, 一郎の小形′【‾に

J′一1汁辞儀,ミニ コンピュータ分野をi顎ミきタイプライタ端与末の

_一卜体からは外れていく
とノ巴われる｡つ むしろ,Flで見て,触媒

しながらJ卜許機と仝i言.1できるディスプレイ端末が上体となり,

その脇二役とIノて,ハード コピーJl]プリンタを考えていく必貿

があろう｡

2,3 バッチ伝送用タイプライタ端末装置

ノト綾の汁L用タイプライタ端末装置の二_i_三体は,オフラインで

デー一夕を作成し,必要にん♭じてオンラインで′正一‾f一石十葺‡機にデ

ータを送る(Store & Forward)形のものであろう｡

二の場†ナ､タイプライタ端末の印字=ブJとLては,キー1ボ

ード操作によって人力されたデーー一夕のモニタとして印′トトi_i力

きれるものと,ノ■‾にj′一ii†‾待機により処j理された-一一辿の処+ヲ里結果

を′乏†‾.言仁rjノi･二するものとの2純綿のデy-タを拭うことになり,

この2純実貞グ)データの性桁の違いから多くのプリ ンタに対す

る機能要求が党小する｡また,オフラインでデーータを作成す

るf那托でのタイプライタ端;末に期待する機能の差共により,

単なるデータ プリパレ【ション機能から,オフィ ス コンビ

ュー一夕に近いデータ処雌まで様々なレベルの端末機能が必要
とされる｡

以卜,Jム本的事項について若干言及しておく｡

(1)迩ti:印字と連続高速印く=j･ニ

キーボードからデ【タを人力する際,何時にプリントされ

る印字はオペレータのキ… タッチ適性に応じ,■更に,一文字

ごとに臼による確認可能な逐字印字方J℃が望ましい｡他方,

処二哩結果をプリンタに′受信印字する際には,倖川Lている回線

油性に妓も近い速†空で高速印字が行なえることが必要である〔,

(2)単票又はナイフ カ･ソト機能と連続送り機能

人力デ【タ作成の際に印字された結果は,そのまま仁ミ票と

して,あるいは作 としてそのまま通常事務竹三業の流れの

*

r‾†+ンニ与川三巾旭+二域
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中に利用される｡この場でナ,一般のfム栗をそのままタイプラ

イタ端末で利用するための各柁伝柴インサータや連続用紙を,

印字直後に切って使用できるナイフ カット機能が必要である｡

また,受信印字の場fぐは,大量の用紙を高速かつ安定に送

る連続用紙送り機能も必要である｡

最近のタイプライタ上端末では,キMポ【ドとプリンタ,ニ

のタイプライタの二大要素に加えて,これら各柁用紙を自由

に扱う｢フオ【ム ハンドリング横倍+に対する認識が高まり

つつある｡

(3)データ処理機能

マイクロ コンピュータの利用は,汁L用タイプライタ端末に

データ処理の概念をもたらし,ユーザーのオンライン偶成方

法に多くの二選択を可能にさせている｡タイプライタ端末装置

での処理概念の分業白を図1に示す｡

レベル1は従来のタイプライタ端末の一最もポピュラーーなも

のであり,端末側では一切の処理は行なわず中+たの電イ･計算

機がすべての制御を行なう例である｡この稚のものを底辺と

して順次その機能を拡大し,レーヾル4～レベル5では見方に

よればオフィ ス コンピュータとして分頬されるものまで柄占止二

く存在している｡図2に示すT-520/10データ タイプライタ

､Y東女;

…′?･サ軸..触
､秒草し⊥､～～

■

図2 T-520/10データ タイプライタ 平均40字/秒の高速母型活字

プリンタを積載し,マイクロ コンピュータによって制御されている典型的なタ

イプライタ端末装置である｡
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図l タイプライ

タ端末装置におけ

る処理方式

端末と中央電子計算機

間の機能の分担を示す｡

一般にレベル2～レベ

ル31ン上のレベルをイ

ンテリジ工ント端末と

呼ぷ｡

はレベル1にfF‾Ⅰ当する最も端本的な汎用タイプライタ端末一装

i芹であり,また図3に示すHITAC85は最も高いレベルの処

理機泊巨を持つオフィ ス コンピュータの例である｡

2.4 その他のタイプライタ端末

本机では･一応丁凡糊としてタイプライタ端末をとらえようと

しているが,タイプライタが直接プ紙に印√テニを行なう という普

遍〔j勺柑件を持ち,更にはそのイ;亥となるプリンタ技術が｢倍り

もの+でなく情報処理技術の中核として発展しよう としてい

る一呪状から,タイプライタ端末は,切符,病院用レセプト,

荷札,各純子ケリト,通帳,fi帳などあらいわる形態の｢;紙切

れ+に向ヰ妾働きかけることを求められ,その結果様々な特殊

なタイプライタ端末を生み続けるものと思われる｡言い換え

れば,汁L用タイプライタ端末は暫時専用端末分野をカバ廿し,

順次それらを専用端与末として独二､工させていく母体としての役

1判を打っていく ことになろう｡

田 プリンタ印字方式と汎用タイプライタ端末

タイプライタ端末の技術的中心はプリンタにあり,このプ

リ ンタの1寺作によ り,その端末装置の用途に対する適合性を

決定づける｡一 一般的なプリンタの印字方式を図4に示す｡

〃′州‾仰山､仙サー

室葦

r‾■■■

山㌦′一仰がく-ン†√山裾)

●●

′′炒

一
一
一
】
叩

J打】_

ふ静

図3 HITAC85オフィス コンピュータ 150字/秒,l行255字の高

速,幅広プリンタを特長とし,RPGlI言語によりプログラム可能なオフィス

コンピュータである｡



次に,これらのプリンタの特長と製品例を示す｡

3.1 ノン インパクト式プリンタ

ノン インパクト式プリンタの最大の特長は低馬叢書にあり,

更に比較的低価格なこと,コンパクトなことなどが挙げられ

る｡したがって,研究所,学校を中心に設置されるTS S用

タイプライタ端末として最も適したものと言える｡

反面,複写が取れない,普通紙が利用できない(インク ジ

ェット方式を除く)などまだプリンタとして未完成の何も多

く汎用タイプライタ端末としては今後の課題と言えよう｡

3.2 インパクト武一母型活字印字

この方式は,一最も古くからあるプリンタの印字方式であり,

一一時その高い騒焉二と印字速度の限界説から新方式に全面的に

置き換えられると唱えられた時期もあったが,過去の完全な

メカニカルな‾方式からエレクトロメカニカルな方式へと大幅

な技術改革がなされ,現在は境も完成度の高いプリンタとし

て再びタイプライタ端末の中心に返り咲いている｡

過去のメカニカル プリ ンタとエレクトロメカニカル プリ

ンタの対応をブロック チャ【トで図5に示す｡

新方式プリンタでは,従来のクラッチとシャフトによる動

力の分配,伝達が,すべて独立のサーボ モータ及びパルス

モータで行なわれ,その制御は電子回路化されている｡ニの

結果,総部品点数は約-をに減少し,信相性の何でも約4倍の

MTBF(平均故障間隔)を達成している｡

母型ゴ苗字プリンタの最大の欠点とされていた騒苦について

みれば,可動部品数が与以下にf成少したことにより,きょう

休,カバ【などを使用しない二状態での測定値で動作時,70ホ

ン(A特性,前面1m)以下となっており,従来の機械式の75～

80ホンに比べて大幅に改善されている｡更に,従来通電中常

時65ホン程度の馬貴書源となっていたアイドリング時の馬蚤音は,

機能別に独立したモータを駆動することにより皆無となって

いる｡

タイ70ライタ端末としては,更にきょう体,カバーにより

5～10ホン騒音を減少させており,十分とは言えないまでも,

50～60ホンと言われている通常の事務室環境に溶け込めるレ

ベルを達成している｡

母型活字式のプリンタの特長は印字の品質にあることは言

うまでもないが,OCR(光学文字読取機)の普及により,伝

票を直接OCRで電子計算機に人力するシステムの増大に伴

い,母型活字プリンタは人きく寄与するものと考えられる｡

注ニ *タイプライタ端末用としては

利用されない｡

ノンインパクト印字･一トントマトリックス

インパクト印字

{感

熱 式

放 電 破 壊 式

インク ジェット式

静 電 式*

電子プリント式*

r三い:ソク…王…ィ…プ≡ン…ライン プリンタ

図4 プリンタの印字方式 プリンタの印字方式の多様化は.タイプラ

イタ端末ユーザーに対Lて,アプリケーションに最適な機能,性能の選択の可

能性を増大させている｡

M
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メインシャフト

(a)メカニカル プリンタ

｢‾‾‾‾‾‾‾1 アンプ

+____.___+

プリンタ制御回路

プラテン

パルス モータ

ー M
一■■■■■■リボン切替機構

サーボ モータ

･･- M ■

印 字 機 構

･･-

マグネット
■■■

_M +
サーボ モータ

･- M ■■■■■■■ プ ラ テ ン

パルスモータ注:･一電気信号

■■機械動作

(b)エレクトロ メカニカルプリンタ

図5 プリンタの動作ブロック チャート 最近のエレクトロ メカ

ニカル プリンタは,クラッチなどの可動機械部晶を追放L,騒音,信頼性面で

飛躍的な進歩を遂げている｡

今後の課題としては,後述のドット マトリックス プリン

タにも共通Lて,多数のモータを瞬間的に使用するという柿

造に起凶する
､

速度の向上に伴う消費電力の急激な増大一

を一昨f央し,更に印字速度の高速化を図ることにあろう｡

･呪在,とト工製作所の主製品では速J空を従来のメカニカル方
式の2イ剖二当たる40字/秒に抑え(方式的には60～80字/秒可能),

消費電力,騒洋とのバランスを仏とっている｡

3.3 インパクト武一ドット マトリックス プリンタ

ドット マトリックス プリンタは,活字を使用せずワイヤ

の先端を印キ:リボンを介して用紙に打ち付けることにより1

トソトをマーークし,このマークの組合せにより文字を構成す

る‾〃式のプリンタである(図6参照)｡このプリンタの特士主は,

ドソトの帖成の変化をROM(Read-Only Memory)に記憶

させることにより,任意の文字パターンを印字させることが

できるノ郎二ある｡しかし,縦方向に対するドット数の増大は

印′‾f:ワイヤ及び駆動ソレノイドを増加させ,また付帯する電

子担ほ各の神大を意味し,直接コストの上昇の要因となる｡一

方,枯プJ向のドット数は,一文字構成に対して何回ソレノイ

ドを駆動するかを決定し,印字ワイヤの応答時間を‥定とす

れば,そのまま印字速度を決定する要素となる｡

一般に汎用タイプライタで使用される英字,数字,片仮名

文字,1キ殊符号などを表現するために,7×7から9×7程

度の トソト梢成が適用されている｡また,現在はまだ汎用と

しては適用されるに至っていないが,我が国固有の問題とし

て解ブ央されるべき漢字を含む印字を可能にする13ドットない

し18ド､ソトのプリンタも専用的用途に対して適用されている｡

区17に代表的なドット構成での印字例を示す｡

トソト マトリックス プリンタの特長はこの文字パターン
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表lプリンタの比較 日立製作所の最近の汎用タイプライタ端末に適用されているプリンタを各方式別に示す｡

形 式
項 目 T-5214 T-520/10 H-85 T-5365

端 末 種 類 TSS用
/ヾッチ,リアルタイム

データ伝〕蓋用

事務用オフィス

コンピュータ

受信専用

印 字 方 式

ノン インパクト* インパクト インパクト インパクト

ドット マトリックス 母型)舌字 トソト マトリックス ドット マトリックス

逐字印字 逐字印字 逐字印字 ライン プリンタ

印 字 速 度 30 字/′秒 平均40字′′ノ秒ネ* 150字′′秒 l10行/分***

備考 *感熱式
ホ*

前に印字Lた文字との組合せで速度が変化する｡***l行は13Z文字

図6 ドット プリンタの印字機構

卵

写真中央が印字ヘッド部分であり,

リボン カートリッジとワイヤ ドット及びその駆動ソレノイドから構成される｡

の自巾度に加えて,母骨壬i肯チiニプリンタが拉終r†小二は粍1城的に

一つの活字をう窒択するのに対Lて,ROMに記憶されたビッ
ト パターンに応じて電二郎勺に_丈ri:の形を構成でき,極めて高

速な印字速度を得ることができる∴1よにある｡表1に各方式の

プリンタ速度を日立製作所製品例により示すが,この表から

もドット マトリ ックス プリ ンタグ)速度+二の俊†立竹三をうかが

うことができよう｡

しかし,ドット マトリ ックス プリンタの歴史は浅く,今

後の実用化に際し多くの技術.深越を残しており,解才央すべき

問題一〔-.くとLては,

(1)速度と印字圧三(稜1≠能プJ5～6校)を電視Lた純果,ワイ

ヤのストロークが二拍く,プラテンと印字ヘッドとのr川ド砧が狭

く,適用される印字川紙に対する制約が大きい｡今後の多臼

的印字に対して,よりストロー1クの人きな印字方式を開発す

エ′書与ヱふy(〉★イ･■-./01:≧345る789

二===:::･′?ビABCI:lEFGHIJlくL.MNOf:-QRS‾rUリリXYZ【¥]

アイつエオカモク汀コ℡シスセリタチリラト丁二実話ハ化つへホマ三〔lメ℃γコヨうリlルロワソ川

(a)7×7ドット例

!=♯与%&,‖*＋丁-･/01234567日ヨ

く=〉?∂RBCDEFG=りKLMNt】P【〕RSTリリuXYZ【半]

アイウ工才れ千りウコサショセリ9手■リテけニ文京ノー＼ヒ7へホマミんメモ十1ヨラリルレロワン小○

(b)9×7トソト例

図了 ドット プリンタの印字例 了×了ドット及び9×7トソト構成

の印字文字例を示す｡
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表Z ライン プリンタ(FPシリーズ)の仕様 ライン 70リンタは,

印字文字種(数)により異なる｡64文字種までは英･数字主体,96文字種以上で

片仮名文字を含む｡

機種
印字字種

FP一了5 FP-150 FP-300 FP-600

48文字種 95 行/分 190行/分 380行/分 760行/分

64文字種 75 行/分 150行/分 300行/分 600行/分

96文字種 45 行′/分 90行/分
12川行/分

420行/分

!28文字種 37 行′ノ召､ 75行/分 155行/分 310 行ノ/分

)主:ただL,l行は132字

ること｡

(2)林業印′-トjボンの切換え,印字後のタイピストによる印

′‡二‾丈乍の確認など,従来のタイプライタから見れば,まだプ

リ ミティブな点で問題点を残Lており,早い時∴までの解一夫が

干だまれる｡

(3) トソト マトリックス プリンタは,1構造上,‥つ‥つの

プリント ワイヤのヘッド部分に負荷が集中する｡今後更にこ

のハ＼lソト部分のにまi命化を阿る′必要がある(⊃

3.4 ライン プリンター母型う舌字

端末プリンタ領i或での高速プリンタ分野で,シリアル ドッ

ト マトリ､ソクスに対し急速に低速ラインプリンタの巻返Lが

行なわれている｡例として,泣近日立工機株式会社より発表

され注目されているFPシり【ズ ラインプリンタの仕様を表

2に示す｡50行/分～150行/分(100字/秒～3007二/秒)の範何

ではドット マトり･ソクス プリンタと激しく競合しており,

ニれまでに確認されているライン プリンタの動作の安定性,

イ.こ減り牛,航速りの高速作,構造の単純化などの一基位性を考藩

すると,今後のタイプライタ端末にライン プリンタが適用さ

れる可能惟は極めて大きいと考えられる｡

巴 結 言

以1二,汎用タイプライタ端末の三呪状及び動向について紙数

の関係上総括的に述べた｡-一一口に言えば,ディスプレイ端末

の台頭とプリンタ技術の開花期に当たって,汎用タイプライ

タ端末は今後ともその利用分野と特性を人きく変ぼうさせる

タMニング ポイ ントにあると言えよう｡

特に,｢紙+と言う日常業務と直接結びついた媒体を処理す

る件格__1二,マン マシン間のインタフェMスは常に改善され続

けられる■べきである｡更には,極めて不確定な要素を持つ｢紙+

を,ハードウェア的に取り扱うと言う特質から,運用を含め

た広い意味でのイ言束副生の確立が重安な意味を持つ｡

これらのタイプライタ端末の存在意義そのものに根差した

技術開発が,最も土毒し､歴史を持つタイプライタ端末の今後の

ありファを決定づけるものと思われる｡




